
蛍光剤　油圧作動油リーク検知システム　使用事例
作成者：輸入総発売元　LeaLab Japan CO.,LTD

　　株式会社 リークラボ・ジャパン

作業日時 蛍光剤充填：4月6日　検査：4月9日
ユーザー名 某ホテル内生花店(大阪市内)
サービス担当 F社　関西サービスセンター　
機器型式 三洋電機㈱製　コンデンシンクユニット：OCU-302F　(製造年月：2003年3月)
冷媒 R-22
冷凍機油 スニソ（鉱物油）　約1リットル
使用機材／ 紫外線ランプ　　「OPX-365/J」

　　　　　　 鉱物油用蛍光剤　「GS-1」
使用事例／ 3ヶ月前に機器エラーが発生し、点検を行ったところガス量低下を確認。

ガスチャージを行って様子を見たが、機器から再度エラー発生。顧客へ故障箇所の説明の
ため、蛍光剤を使用に至った。室外機～内機まで配管長約60m。

　　　

◆まとめ
　蛍光剤の最大の弱点は、蛍光剤が漏れ出るまで冷凍機油と共に循環させる必要があり、即時性がな

いことである。しかし今回、R22でオイルセパレーターがない場合、配管長が長い場合でも、たった
3日間の稼働で発見できたことが特筆すべきポイントである。
ピンポイントで修理箇所がわかったので、素早く修理すれば、この機器で再度繰り返しガス充填す
る必要はなくなるはずである。

４月６日
蛍光剤ＧＳ－１をに注入。蛍光剤充填
のため約 300g 程度をチャージ。

４月９日　検査実施
室内機側ディストリビューターと膨張弁フレア部分より蛍光
剤の発光が確認できた。
ガスもれ箇所の視認により、修理必要箇所が明確になり
USER 様にも確認いただき、的確な提案が可能となった。


